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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 5,307 8.6 221 36.1 △169 ― △140 ―
22年3月期第2四半期 4,889 △2.5 162 69.3 124 ― 84 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △2,784.38 ―
22年3月期第2四半期 1,680.15 1,664.22

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 13,373 4,533 33.9 89,874.03
22年3月期 11,611 4,721 40.7 93,904.11

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  4,533百万円 22年3月期  4,721百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
配当予想については期末は未定としております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 1,100.00 1,100.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― ― ―

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
各期末時為替レートにより為替差益又は為替差損となる可能性があり、現段階におきましてこの為替動向を予想することは困難であるため、平成23年３月
期の業績予想におきましては、為替差損益を加味しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,984 9.5 670 12.4 620 22.5 354 51.2 7,035.98



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 50,446株 22年3月期  50,276株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  ―株 22年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 50,381株 22年3月期2Q 50,256株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、平成22年11月５日付にて、金融商品取引法に基づく四
半期報告書のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
期末配当予想については、現在未定としておりましたが、第３四半期決算後、利益剰余金等を考慮したうえで速やかに開示いたします。 
業績予想に関する事項は３ページ １．当四半期の業績等に関する定性的情報 （３）業績予想に関する定性的情報をご覧ください。本資料に記載されてい
る業績予想に関する記載は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 



  

  

○添付資料の目次

１．当四半期の業績等に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（１）経営成績に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（２）財政状態に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（３）業績予想に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  3

２．その他の情報 ……………………………………………………………………………………………………………  4

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………………………………………  4

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………………………………………  4

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 ……………………………………………………………………  4

３．四半期財務諸表 …………………………………………………………………………………………………………  5

（１）四半期貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………  5

（２）四半期損益計算書 …………………………………………………………………………………………………  7

（第２四半期累計期間） ……………………………………………………………………………………………  7

（第２四半期会計期間） ……………………………………………………………………………………………  8

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………………  9

（４）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  11

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  11



（１）経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期会計期間における国内経済は、政策効果の低下、円高・株安への懸念が増大、かつ、依然として

デフレ進行、個人消費の低迷等により景気の回復は見込めず、力強さを欠いたままに推移しております。  

 当業界におきましても、夏季に強いと言われるビール類の消費が減少傾向を示すなど、景気減速による個人消

費者の生活防衛意識の強まりが感じられました。 

 このような状況の中で、当社は、高価格帯の商品需要の鈍化を察知し、低価格帯の商品を充実させることによ

り、前期に続いて販売価格の低下傾向を受けるなかで、販売本数は大幅な増加傾向を示す状況となっておりま

す。 

 売上高は、5,307百万円（前年同四半期比8.6％増）、営業利益は221百万円（前年同四半期比36.1％増）とな

りました。売上高は、低価格帯商品需要が強まる中で同商品の販売本数の増加等により、増収となりました。 

 営業利益は、売上高の増加及び円高による原価率改善に伴う売上総利益が増加し、販売費及び一般管理費の増

加分を吸収した結果、前年同四半期に対し、36.1％増の増益となりました。 

 経常損失は169百万円（前年同四半期は、経常利益124百万円）となりました。この要因は、前期末日と当第２

四半期末日の為替予約時価評価洗替えによる為替差損4百万円及び決済等の為替差損370百万円による為替差損

375百万円を計上したことによります。 

  以上の結果、当第２四半期累計期間は、四半期純損失140百万円（前年同四半期は四半期純利益84百万円）と

なりました。 

    セグメントの業績は、次のとおりであります。 

   ①ショップ 

    売上高は2,942百万円（前年同四半期比15.5％増）となりました。当第２四半期における新規出店は、9月に

   「ワインショップ・エノテカ金沢・香林坊大和店」を出店しました。国内、海外も含め順調に売上高を確保す

   ることができました。 

   ②卸し営業 

    売上高は1,680百万円（前年同四半期比5.4％増）となりました。販売商品は、依然低価格帯が主流となって

   おりますが、既存取引先との取引拡充及び新規取引先を開拓することにより、販売本数が増加し、順調に売上

   高を確保することができました。  

   ③通販 

    売上高は684百万円（前年同四半期比8.3％減）となりました。国内プリムール売上は、前年同四半期プリム

   ール（2006年ヴィンテージ）売上237百万円に対し、当第２四半期プリムール（2007年ヴィンテージ）売上115

   百万円と121百万円減少しておりますが、当該減少額は、年初売上計画には既に見込んでおります。一方、通 

   常売上はインターネットによる自社及び他社サイトを利用したウェブ・サイト販売が順調に推移しました。  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

①財政状態の分析 

（資産の部）  

  当第２四半期会計期間末の資産は、前事業年度末に比べ1,761百万円増加し、13,373百万円となりました。 

 現金及び預金1,035百万円の増加、商品877百万円の増加、関係会社株式131百万円の増加等があった一方、前

渡金255百万円の減少等があったことによるものです。 

  

（負債の部） 

  当第２四半期会計期間末の負債は、前事業年度末に比べ1,948百万円増加し、8,839百万円となりました。 

  買掛金570百万円の増加、１年内返済予定の長期借入金213百万円の増加、前受金348百万円の増加、長期借入

金1,022百万円の増加等があった一方、未払金65百万円の減少、未払消費税等100百万円の減少、社債40百万円の

減少等があったことによるものです。  

  

（純資産の部） 

 当第２四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ187百万円減少し、4,533百万円となりました。四半

期純損失140百万円計上、配当金の支払55百万円があったことによるものです。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末から1,023百万円増加し、3,875百万円

となりました。  

   当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

  （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

   営業活動によるキャッシュ・フローは、207百万円収入（前年同四半期は277百万円の収入）となりました。 

 これは主に、売上債権の減少額416百万円（前年同四半期は142百万円増加）があった一方で税引前四半期純損

失181百万円（前年同四半期は税引前四半期純利益124百万円）の計上があったことによるものです。  

  

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

   投資活動によるキャッシュ・フローは、258百万円の支出（前年同四半期は108百万円の支出）となりました。

 これは主に、関係会社株式の取得による支出131百万円（前年同四半期は13百万円の支出）、有形固定資産の

取得による支出72百万円（前年同四半期は50百万円の支出）、敷金及び保証金の差入による支出14百万円（前年

同四半期は4百万円の支出）があったことによるものです。    

  

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

   財務活動によるキャッシュ・フローは、1,142百万円の収入（前年同四半期は528百万円の支出）となりまし

た。 

 これは主に、長期借入金の借入による収入1,800百万円（前年同四半期は800百万円の収入）があった一方、長

期借入金の返済による支出564百万円（前年同四半期は634百万円の支出）、社債の償還による支出40百万円（前

年同四半期は640百万円の支出）があったことによるものです。  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の通期の業績予想につきましては、平成22年５月13日公表の業績予想から変更はありません。 

  



（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 （資産除去債務に関する会計基準の適用） 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

これにより、当第２四半期累計期間の営業利益は852千円減少し、経常損失は852千円増加し、税引前四半期

純損失は10,709千円増加しております。 

   

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,227,444 3,192,058

売掛金 905,815 974,478

商品 3,469,326 2,592,145

未着商品 791,212 719,902

貯蔵品 22,633 21,435

前渡金 1,568,179 1,823,699

繰延税金資産 126,689 77,771

未収消費税等 25,957 －

未収還付法人税等 212 5,617

その他 48,406 128,535

貸倒引当金 △3,995 △3,995

流動資産合計 11,181,882 9,531,649

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 844,554 860,619

構築物（純額） 1,623 1,732

工具、器具及び備品（純額） 93,857 99,009

土地 765,025 754,353

建設仮勘定 3,430 300

有形固定資産合計 1,708,492 1,716,015

無形固定資産 31,676 34,272

投資その他の資産   

投資有価証券 35,000 35,000

破産更生債権等 6,343 6,343

関係会社株式 162,810 30,930

敷金及び保証金 211,993 204,704

出資金 10 10

その他 41,519 59,184

貸倒引当金 △6,343 △6,343

投資その他の資産合計 451,332 329,828

固定資産合計 2,191,501 2,080,116

資産合計 13,373,383 11,611,766



（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

輸入支払手形 69,198 37,128

買掛金 1,298,669 728,322

1年内返済予定の長期借入金 1,288,056 1,075,000

1年内償還予定の社債 80,000 80,000

未払金 219,978 285,587

設備関係未払金 7,003 41,724

未払費用 81,765 81,529

未払法人税等 19,432 36,839

未払消費税等 － 100,442

前受金 651,258 303,170

為替予約 697,402 701,324

賞与引当金 81,226 79,891

ポイント引当金 24,853 24,003

その他 22,787 20,158

流動負債合計 4,541,632 3,595,122

固定負債   

社債 60,000 100,000

長期借入金 3,854,644 2,832,500

退職給付引当金 148,400 139,227

役員退職慰労引当金 189,429 177,096

その他 45,491 46,696

固定負債合計 4,297,965 3,295,521

負債合計 8,839,598 6,890,643

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,647,108 1,645,468

資本剰余金 1,637,108 1,635,468

利益剰余金 1,248,795 1,444,378

株主資本合計 4,533,012 4,725,315

評価・換算差額等   

繰延ヘッジ損益 773 △4,192

評価・換算差額等合計 773 △4,192

純資産合計 4,533,785 4,721,122

負債純資産合計 13,373,383 11,611,766



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 4,889,444 5,307,501

売上原価 2,839,491 2,931,024

売上総利益 2,049,953 2,376,476

販売費及び一般管理費 1,887,266 2,155,035

営業利益 162,686 221,441

営業外収益   

受取利息 1,977 1,104

受取家賃 1,793 12,531

受取手数料 － 6,557

法人税等還付加算金 6,499 －

その他 4,917 2,166

営業外収益合計 15,188 22,360

営業外費用   

支払利息 38,584 36,104

社債利息 4,723 596

為替差損 4,917 375,288

その他 4,743 1,072

営業外費用合計 52,968 413,062

経常利益又は経常損失（△） 124,905 △169,260

特別損失   

固定資産除却損 321 1,943

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,857

特別損失合計 321 11,800

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 124,584 △181,061

法人税、住民税及び事業税 10,385 11,543

法人税等調整額 29,761 △52,325

法人税等合計 40,146 △40,781

四半期純利益又は四半期純損失（△） 84,437 △140,279



（第２四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 2,384,774 2,608,224

売上原価 1,401,408 1,447,357

売上総利益 983,365 1,160,866

販売費及び一般管理費 969,153 1,093,434

営業利益 14,212 67,432

営業外収益   

受取利息 1,451 773

為替差益 － 14,243

受取家賃 1,044 6,265

法人税等還付加算金 6,499 －

その他 1,409 2,651

営業外収益合計 10,404 23,934

営業外費用   

支払利息 19,043 19,056

社債利息 1,951 271

為替差損 212,477 －

その他 883 485

営業外費用合計 234,355 19,813

経常利益又は経常損失（△） △209,739 71,553

特別損失   

固定資産除却損 － 1,943

特別損失合計 － 1,943

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △209,739 69,609

法人税、住民税及び事業税 5,295 5,573

法人税等調整額 △76,676 39,593

法人税等合計 △71,381 45,167

四半期純利益又は四半期純損失（△） △138,357 24,442



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

124,584 △181,061

減価償却費 64,558 63,704

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,815 9,172

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,610 12,333

賞与引当金の増減額（△は減少） △13,454 1,335

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,369 －

ポイント引当金の増減額（△は減少） 564 849

受取利息 △1,977 △1,104

支払利息 38,584 36,104

為替差損益（△は益） 19,247 70,703

社債利息 4,723 596

固定資産除却損 321 1,943

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,857

デリバティブ評価損益（△は益） △433 －

売上債権の増減額（△は増加） △142,227 416,752

たな卸資産の増減額（△は増加） △684,754 △949,687

仕入債務の増減額（△は減少） 635,161 815,017

未払金の増減額（△は減少） △6,077 1,539

未払費用の増減額（△は減少） 3,342 △1,325

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,133 △100,442

未収消費税等の増減額（△は増加） － △25,957

その他 54,312 78,613

小計 108,398 258,944

利息の受取額 1,977 1,104

利息の支払額 △45,428 △36,108

法人税等の支払額 △10,317 △21,463

法人税等の還付額 222,950 5,521

営業活動によるキャッシュ・フロー 277,580 207,999

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △564,207 △302,604

定期預金の払戻による収入 509,708 290,403

有形固定資産の取得による支出 △50,407 △72,849

無形固定資産の取得による支出 △4,689 △7,499

関係会社株式の取得による支出 △13,050 △131,880

敷金及び保証金の差入による支出 △4,098 △14,010

敷金及び保証金の回収による収入 286 3,209

預り保証金の返還による支出 △1,000 －

預り敷金の受入による収入 18,473 －

その他 534 △22,995

投資活動によるキャッシュ・フロー △108,450 △258,227



（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 800,000 1,800,000

長期借入金の返済による支出 △634,800 △564,800

社債の償還による支出 △640,000 △40,000

割賦債務の返済による支出 △1,084 －

株式の発行による収入 － 3,280

配当金の支払額 △50,475 △54,552

その他 △1,966 △981

財務活動によるキャッシュ・フロー △528,327 1,142,945

現金及び現金同等物に係る換算差額 △19,247 △69,532

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △378,444 1,023,184

現金及び現金同等物の期首残高 2,849,241 2,851,855

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,470,797 3,875,039



 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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